
令和５年度 広島市青少年野外活動センター・こども村 

初心者のための野外活動ボランティア講座① 
〈令和５年５月 1３日㈯〉 

 

【目的】 

  野外活動に関する基礎的技術を習得し、野外活動の実践や指導を行える指導者養成を目的として実施する。 

【対象】 

広島県内の大学・大学院に在籍の方、及び広島県出身の大学生・大学院生。 

【参加者】 

 参加者１７人 

【プログラム内容】 

９：３０ はじめのつどい・アイスブレイク     １２：４５ 子どもが楽しめる自然体験活動① 

１０：００ 仲間作りゲーム①            １４：００ 体感！レクリエーション 

１１：００ 仲間作りゲーム②            １６：３０ 青少年施設のボランティア活動について 

                          １７：００ おわりのつどい 

                                                   

「はじめのつどい・アイスブレイク」 「仲間作りゲーム①」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「仲間づくりゲーム②」 

 

「仲間作りゲーム①」          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめのつどいでは、施設ボランテ

ィア「くわがた」が簡単なゲームを

行いました。参加者はゲームを通じ

て、コミュニケーションを取り、次

第に打ち解けていきました。 

参加者は、仲間作りゲームを通じて、「仲間作りのポイント」や「グル

ープとチームの違い」について学びました。また、次のプログラムに向

けて、幼児から低学年向けのレクリエーションを体験しました。 

雨天のため予定を変更し、宿泊団体であった「梅林よつば保育園」の皆さん

にご協力いただき、合同でレクリエーションを行いました。園児の皆さん・

保育園の先生方・講座受講の大学生・センター職員で盛り上がりました。 



 

「子どもが楽しめる自然体験活動①」  「青少年教育施設のボランティア活動について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「体感！レクリエーション」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者は、レクリエーションの講義と実技を通じて、レクリエーショ

ンの役割や、人間関係作りの重要性などについて学びました。 

参加者は「仲間作りゲーム」を振り返り、体験学習法や「チャレンジ・バ

イ・チョイス」の考え方を学びました。また、青少年野外活動センターや

その他の団体が行う人材育成事業についても知ることができました。 

参加者は、摩擦熱を使った「火おこし」と、楔と金槌を使った「まき

割り」を体験し、道具の使い方や子どもたちへの指導のポイントを学

びました。指導は施設ボランティア「くわがた」が行いました。 

雨天のため予定されていた「いちごの収穫体験」は中止となりましたが、

昼食の時に収穫されたいちごの試食を行いました。 


